


　 子どもが無断でオンラインゲームに課金してしまったという保護者か

らの相談が各地で多く寄せられています。

　 特にスマートフォンやタブレット端末での小学生 ・ 中学生の無断課金

に関する相談が目立ちます。

　 点検商法とは、「近所で行う工事の挨拶に来た」などといって突然訪問し、

「屋根瓦がずれているため点検してあげる」といって点検した後、

「このままだと瓦が飛んでご近所に迷惑がかかる」などと不安をあおって

工事を契約する手口です。契約当事者の８割超が６０歳以上で、

特に高齢者に注意してほしいトラブルです。

　 悪質な業者は、巧妙なトークで消費者に近づき、本来消費者が

望んでいない高額な屋根工事を契約させています。
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少しでも不安に感じたら、すぐに消費生活センター等に相談しましょう！

母親のスマホを母親のアカウントにログインした状態で小学生の娘に貸したところ、娘がアカウン

トのパスワードを変更して登録されたクレジットカードでゲーム課金してしまった。

【事例 1】

「屋根瓦がずれているのが見えた」と来訪した業者との契約をクーリング ・ オフしたい。

【事例 1】

実家の父がずれた瓦の写真を見せられ修理工事の契約をしたがキャンセルできるか。

【事例 2】

屋根や外壁、床下等の修繕を次々と勧誘され契約した。

【事例 3】

「近所で工事している」というので点検を依頼したが、近所の工事はうそだった。

【事例 4】

ドローンで撮影したという写真を見せられ契約したが解約したい。

【事例 5】

【事例 2】

【事例 3】

【事例 4】

日頃から、小学生の息子に母親の古いスマホを自宅の Wi-Fi に繋げて使用させていた。課金に

は母親の指紋認証が必要な設定にしていたが、母親のアカウントにログインした状態であったた

め息子が自分の指紋を追加登録して約５万円ゲーム課金してしまった。

母親名義で契約して中学生の息子を利用者登録したスマホを息子に使用させていたところ、５カ

月の間にキャリア決済で約５万円ゲーム課金してしまった。キャリア決済の上限額を引き下げる

ことができるとは知らなかった。

中学生の息子が、息子のスマホで１年前から総額約５５万円をゲーム課金していた。数年前に母

親がゲーム課金以外の目的で息子のスマホにクレジットカード番号を入力したことがあったが、

そのクレジットカード番号で息子はゲーム課金したようだ。

保護者のスマホで遊ばせる場合は、保護者のアカウント（Apple や Google）は必ずログオフ

しましょう。

法律上、 未成年者が保護者の同意なく契約した場合は、 取り消すことができます。しかし、 子

どもが保護者のアカウントでログインして課金した場合は、 アカウントの所有者である保護者

が決済を行ったとみなされ、取り消しができないことがあります。

ペアレンタルコントロール機能（有害サイトのブロックや使用時間、 課金額、 ダウンロードの制

限などが可能）を利用して、子どものスマホやタブレットの利用を保護者が管理しましょう。

子どもが自分で考えて適切にゲームと付き合えるように、 日頃から親子でよく話し合い、

ゲーム課金の仕組みを一緒に確認したり、課金についてのルールを決めたりしましょう。
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突然訪問してきた業者には安易に点検させないようにしましょう。

屋根工事はすぐに契約せず、十分に検討したうえで契約しましょう。

保険金を利用できるというトークには気を付けましょう。

クーリング ・ オフ等により解決できる場合がありますので、まずはセンターにご連絡ください。

・

・

・

・

【事例 1】

相談事例
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消費生活センターからのアドバイス

消費生活センターからのアドバイス

子どものオンラインゲームの
無断課金に注意しましょう！
子どものオンラインゲームの
無断課金に注意しましょう！

屋根工事等の点検商法トラブルが増えています
-典型的な勧誘トークを知っておくことで被害防止！ -

屋根工事等の点検商法トラブルが増えています
-典型的な勧誘トークを知っておくことで被害防止！ -

◆ 消費者ホットライン「１８８（いやや）」

◆ 公益財団法人住宅リフォーム ・ 紛争処理支援センター

「住まいるダイヤル」 ： 03-3556-5147

住宅のリフォーム工事に関するトラブルや工事費用等に関する相談を受け付けています。




